
 

 

 

 

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

東京大学 大気海洋研究所 教授  

第 66 次南極地域観測隊隊長（女性初） 

 

極地から未来を照らす 
― 科学・探究・そして人として生きること ― 

北海道帯広市生まれ。北海道苫小牧東高等学校を経て、1989年に弘前大学理

学部地球科学科を卒業。その後、名古屋大学大学院理学研究科博士後期課程

を修了し、1996年に博士（理学）〔名古屋大学〕を取得。名古屋大学大学院在学

中に第33次南極地域観測隊に参加し、女性として2人目の隊員となる。海洋研

究開発機構などで地球環境変動に関する研究に携わり、現在は東京大学大気

海洋研究所教授として、南大洋や東南極周辺海域の環境変化、生物地球化学循

環、海洋生産や生態系の応答を主要テーマに研究を続けている。2024～

2025年には、第66次南極地域観測隊の隊長として、女性として初の指揮を

執る歴史的役割を果たした。 

 

原田 尚美 氏 

お問い合わせ先 

「 大 学 と 社 会 」 特 別 講 義 ・ 記 念 講 演  

会場 弘前大学 50 周年記念会館みちのくホール 

及び Zoom 開催 

 

極地という過酷な環境の中で、地球環境の変動を探究し続けてきた東京大学大気海洋研究所教授の原田尚美氏。南極

地域観測隊で女性として初めて隊長を務めたその姿は、科学者としての使命感、人としての誠実さ、そして信念に基づい

て生きる力強さを体現している。 

本講演では、原田氏のこれまでの探究と挑戦の軌跡を通して、逆境の中で学び続ける力、科学を通じて社会とつながる

視点、そして多様な生き方を尊重しながら未来を切り拓く姿勢を語っていただく。 

本講演会は、大学生、高校生、教職員、一般市民にとって多様な意義をもつ。学生には、第一線で活躍する卒業生の姿

に触れ、「自らのキャリアや生き方を主体的に考える契機」となる。高校生には、大学での学びの可能性と未来への視野を

広げる機会を。教職員には、「学びを社会と共有する」という大学の使命を再確認する場を。そして一般市民には、地球規

模の課題と私たちの暮らしのつながりを実感し、「持続可能な未来のあり方」を共に考える時間を届ける。 

弘前大学創立 80 周年記念先行事業として、「世界に発信し、地域と共に創造する」学びの場をひらく。 

 

１月  

２０日（火） 

16：00～17：30 

（１５：３０開場） 

弘前大学創立80周年記念先行事業 

弘 前 大 学 教 育 推 進 機 構 

講師 

教  育  推  進  機  構 ・   准 教 授 宋  美 蘭  smiran@hirosaki-u.ac.jp   （0172-39-3929） 

教養教育開発実践センター副センター長  ・    准  教  授 清 水  稔   m-shimizu@hirosaki-u.ac.jp （0172-39-3376） 

教  育  推  進  機  構 ・   助     教 増 本 広 和   masumoto@hirosaki-u.ac.jp （0172-39-3648） 

【対 象】 弘前大学学生および教職員・高大連携協定の高校生・一般の方 

【申し込み】参加希望者は右下の「QR コード」からお申し込みください。 

【参加方式】対面とオンライン参加のハイブリッド形式で行います。 

【その他】 駐車場のご用意はございませんので、 

ご来場の際は、公共交通機関をご利用ください。 

※ 教養教育科目「持続可能な開発目標 SDGs－持続可能な開発目標 SDGs17Goals②－」

履修者は授業の一環で履修することになるため申し込みは不要です。 

※ 定員を超えた場合は弘前大学生を優先させていただきます 

参加申し込み 
〆切１月１４日 


